
 1 

 

 
 
 
 
 
 
	
 

 
 
 
 
 
	
 2016 年 2 月 24 日（水）、午前 11 時ころ中野駅から東西線に乗って終

点の西船橋に着き、そこから東葉高速線に乗り換え、初めて聞く駅名を

いくつか聞いてから北習志野駅に到着。改札口には矢野先生が私を迎え

に既にいらしていました。矢野先生の塾・アルファ学院まで車で 5分位。

大きなビルがあまりない住宅街でしたが、しっかり大手塾が進出してい

ました。	
 

	
 釘を 1 本も使っていない木造建築だと伺っていて楽しみにしていまし

たが、中に入ると本当に木の香りがする、癒やされるおうちでした。塾

は 2階の部分で、教室は 2部屋。10 人くらい入れる部屋と 8人くらいの

部屋。大きい方の部屋の窓際には水槽がいくつもおいてあり、イモリや

魚などを飼っていました。奥さんの趣味だそうです。（写真左下）そして

左の写真を見てください。天

井板がなく、本当に釘を使っ

ていない造りの家だとわかり

ます。	
 

	
 それから質問をはじめまし

た。まずは、先生とクラス編

成ですが、先生は矢野先生（英社）と奥さん（理数）で、個別指導は行っていず、すべて集団指導です。対

象は主として中学生。驚いたのは 5 教科の得点が 300 点以上の生徒しか入塾させていないこと！「以前は酷

いのが沢山いたけど、そういうのは 3年間（中 1~3）来ないからね。最近は最初から敷居を高くしてますよ。

『300 点以上ありますか？』と成績を訊いています。」私が「酷い成績の子は成績が伸びないのを塾のせいに

することが良くありますね。」というと頷いておられました。人を雇うことがありますかと尋ねたところ、自
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分と奥さんだけで、忙しくて雇うことがあってもそれは元教え子。元教え子が良いというのは色々な塾で聞

いています。	
 

	
 さて「塾探訪」で必ず聞くのは塾をやり始めたきっかけ。矢野先生は大学を卒業後、ぶらりとフランスへ

行きその後イギリスへ渡りしばらく滞在(２年間)、その後中近東やインドなどを放浪して帰国。戻って来て

も職がなく、千葉で 3年くらい雇われ塾講師。その間「塾の仲間は面白い」と塾にはまり込み、35 年前ご自

分で塾を始められたそうです。今まで最も苦しかったことは、12 年前白血病にかかり、2年間入院したこと。

その間、2 つあった教室の 1 つは閉め、もう一つは奥さんが教えていたそうです。骨髄を移植し、退院した

後も 3 年くらいは再発の不安に悩まされたそうですが完治し、病院の患者会で以前は会長、現在は副会長を

されています。	
 

	
 色々質問をさせていただいた後、以前から伺っていた電子黒板（プロジェクター）を見せて貰いました。

NHK の通信講座などを使い、またパワーポイントや電子黒板用教材などを駆使して教材を作成し、授業に取

り入れています。特に高校生の社会科では活躍しているそうです。（写真下）最後にあとどれくらい塾をやる

つもりですかと訪ねたところ、「あと 2、3 年かな」。いや勿体ない！もっと続けていただきたいものですが、

お体のこともありますから仕方がないかも。病気をしなければ長野で友人と農業をやるつもりだったとも言

われていました。	
 

	
 ある大手塾の講師が上司から「これからは超大手か超個人塾だ」と聞いたそうですが、矢野先生の塾はま

さにその「超個人塾」です。サムライ塾長という雰囲気があり、千葉県公立高校の予想入試問題を全科目作

ってしまうなど凄い人だと思って以前から取材させていただきたいと思っていましたが、今回は本当に力を

与えていただきました。矢野先生、ありがとうございました！	
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日時：2016年 2月 12日	
 10：30~12:30 

場所：ルノアール池袋パルコ横店	
 3号会議室 

講師：穴澤嘉彦氏（創育・新教育研究協会営業部次長）	
 	
 

文：NPO塾全協全国事務局長・東日本ブロック広報局長	
 中村基和（むさし野ゼミナール）	
 

	
 

	
 都立高校の一般入試の願書は、一度提出してから応募状況を見てそのあと差し替えができます。リスクも

かなりある、ある意味でギャンブル的な行動です。そこで都立高校入試の応募状況と動向に関する直前情報

を得たいと2011年から始めたのがこのミニ研修会です。今回は当初4名の希望者がいましたが、諸事情で2名

だけになってしまい、「個別指導」的なミニ研修となりました。	
 

	
 「今年の高校入試の特色は、完全に都立普通科志向。特に女子はそうで、去年の1.57倍から今年は1.63倍

になっています。」で始まった穴澤氏の説明ですが、下に箇条書きで印象に残った点を期します。	
 

	
 	
 ◦普通科は真ん中の倍率が高い。専門学科が穴。	
 

	
 	
 ◦（例えば旧第3学区の）杉並は改革で倍率が上がった。豊多摩は進学成績が上がったため倍率が高い。	
 

	
 	
 ◦校長会の発表で倍率の低かった学校に第1回目の応募が集中しがちである。例えば去年の武蔵の女子は	
 

	
 	
 0.72倍から1.74倍。	
 

	
 	
 ◦第1回目の応募で倍率が1倍を切ったところは、差し替えで集中しやすい。	
 

	
 	
 ◦第1回目の応募よりランクの高い高校への差し替えは危険が多い。	
 

	
 私ももう一人の先生も自塾の生徒が志望する学校に対する予想をしてもらい、「差し替えさせた方がよさ

そうだ」とか逆に「危険な差し替えはしないようにアドバイスしよう」などとそれぞれ思いました。	
 

	
 また、都立高校は昨年からマークシートを採用し始め、今年は数学もマークシートを取り入れたため、合

格予想点は10点位あがりそうだとのことでした。数学のマークシートの解答用紙例は昨年の11月から東京都

教育委員会のHPに載っているが、塾の先生は意外と知らないとプリントアウトしたものを見せて貰いました

が、やはり私も知りませんでした。穴澤氏によると、以下の点が要注意です	
 

	
 	
 ◦数字は0から始まっている。	
 

	
 	
 ◦分数は分子から記入するようになっている。	
 

	
 	
 ◦右上の受験番号記入欄を回答欄と間違える可能性がある。	
 

	
 	
 既に終わっている推薦入試の件ですが、集団討論で差が出たようです。上手く伝えることが出来たという

感触があった生徒が受かっているとのことです。	
 

	
 そのほか、終了後の昼食会も含めて裏話を含めて色々な情報が得られました。具体名は差し控えますが、

生徒募集に苦労している学校（特に私立女子）、不祥事のため応募数が半減した学校、講師募集に苦戦する

塾。また、都立高校の第1回願書提出は2日あるが、大勢集まる1日目に他の学校の生徒と喧嘩する生徒がいる

ので、やんちゃな生徒は2日目に提出に行かせているという情報には驚きました。毎回ですが、様々な情報を

いただきとても良い研修会でした。穴澤さん。来年もよろしくお願いします。	
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このところ、集団授業をしていると、眠そうにしている生徒がやたら目につく。自分の授業に魅力な

いのかと反省はしているが、それだけではないぐらい、ぼーっとしている。静かに聞いているようだが

聞いていない。説明の途中で指名して問いかけてもその問いかけをちゃんと聞いていない。 

同じ問いかけを繰り返してあげてやっと答をいう。ひどい時は指名した生徒が答えられないので他の生

徒に質問すると、今までの流れを押さえていないので「えっ」という。ふざけるなと大説教が始まる。

こんなことが最近多くなった。 

	
 この要因の最大なものは昨今の通信ゲームだと考えている。 

今のゲームは、かなりの部分、無料で遊べてしかも友達と通信で協力し合って敵を倒す。通信なのでど

こかに集まることもなく、各自の家でいつでも、気軽にゲームができる状況になってしまった。しかも 

モンストなどはゲームクリアがないときている。 

	
 このことに関しての興味深い記事がネットに掲載されていたので紹介する 

「寝る間も惜しんで」が言葉通り… 

高校生のスマホ利用で減った時間  

2014/05/23 08:25  

オンラインゲームにソーシャルメディア、音楽や動画視聴にウェブサイトの閲覧、あらゆる娯

楽を満喫できる、魔法のツールがスマートフォン。特に未成年者の多くにとっては、フィルタリン

グがかけられている可能性があるとはいえ、保護者の監視などを受けず、自在にインターネット

へアクセスできる初めての機器でもあり、無我夢中に利用を重ねることになる。ところが 1 日は

24 時間しかないため、たとえ「ながら利用」をしていたとしても、多分に他の時間を削らないこと

には「スマホの時間」を伸ばすことは出来ない。それではいかなる時間と引き換えに、子供達は

スマートフォンの時間を楽しんでいるのか。高校生の実態について、情報通信政策研究所が

2014年 5月 14日に発表した「高校生のスマートフォン・アプリ利用とネット依存傾向に関する

調査」の速報版の結果から、確認していくことにする。 

今調査は 2014 年 1 月 7 日から 31 日までの間、154 校の都立の全日制・定時制の高等

学校に対して、郵送法による無記名自記式質問紙調査方式で行われたもの。有効回答数は 1

万 5191 票。学年・性別区分はほぼ均等割り当て。 

 高校生においては 8 割強がスマートフォンを利用している。 
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スマートフォン利用開始により減った時間 (高校生、スマートフォン利用者限定、2014 年 1 月、複数回答) 

もっとも多くの高校生が「スマホ使い始めてから減ったよな」と実感しているのは睡眠時間。4 割

強の人が肯定している。スマートフォンの利用は概して夕食や翌日の準備を終え、寝る間での 

プライベートタイムによるところが多いので、ついつい長丁場となり就寝時間が遅くなってしまう。 

次いで多いのは「勉強の時間」で 34.1％。保護者が聞いたら目を吊り上げそうな結果ではある。

実際今調査別項目で、スマートフォンの利用がきっかけで試験に失敗した(悪い点数を取った)

ことがあるとの経験を持つ人も 5％を超えており、悪影響が実際に出ていることを裏付けている。 

以下「テレビ視聴」「読書」「マンガ・雑誌」「趣味」と続くが、これらは概して個人のプライベートな

時間で費やす、余興的なもの。つまり個人ののんびりできる時間の多くをスマートフォンに集中

投入している人が多数いることを意味する。 
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 いずれの項目も「高」ほど減ったと自覚する人が多く、「低」ほどその割合が低い。ネット依存 

傾向が強い人ほど、他の色々な日常生活上の時間を削ってでも、スマートフォンと共にあること

を望み、実践していることになる。 

 思った通りスマホや携帯ゲームでしわ寄せがきているのは睡眠と勉強の時間である。 

「早寝・早起き・朝ごはん」の生活リズム・眠育は家庭のしつけの領域と考えられていたがそんな

ことを言っていられない現状である。 

 

 
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

NPO塾全協東日本ブロック	
 今後の主な予定(2016年度)	
 	
 

5 月 29 日（日）塾全協全国総会・東日本ブロック総会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 中高入試を考える会・私学と私塾の新年度情報交換会	
 

9 月 19 日（日）東京	
 進学相談会	
 

9 月 22 日（祝）千葉	
 進学相談会	
 

10 月 2 日（日）埼玉	
 進学相談会	
 

4 月は塾全協新聞を発行しますので東通信 4 月号はお休みいたし

ます。	
 


